
横須賀学院中学校 2026 年度入試問題の出題傾向と対策 
 

●一般入試について 

〔国語〕  １００点 ５０分 

① 傾向 

   ☆問題全体の構成が変更となります。 

大問は次の４題です（１ 漢字 ２ 語句・文法等 ３ 説明文 ４ 小説）  

☆ 漢字     小学校での学習範囲内、漢字検定５級レベルの漢字が出題されます。 

        書き取り５問・読み５問が出題されます。 

☆ 語句・文法  部首、筆順、画数、送り仮名、熟語の構成、対義語、類義語、四字熟語、 

慣用句、語彙
ご い

などが出題されます。文法は、文の成分とそのつながり方、用法な

どが出題されます。 

☆ 説明文   指示語の内容や接続語などをおさえつつ、内容を正確に読み取り、その主張を理 

解しているかを問う問題が中心です。 

☆ 小 説    小説を読み、表現に即し登場人物の気持ちや情景を読み取る問題が中心です。 

☆ 例年出題されていた文章表現（150 字作文）は、廃止します。その代わりとして、説明文・小説

の中で、本文の内容について答える 30 字程度の記述問題を出題します。また、新傾向問題

（対話問題）も独立した問題としては出題しません。 

② 対策 

☆ 漢字に関しては、漢検５級の問題集をしっかりやっておくとよいでしょう。また、「慣用句」「ことわ

ざ」「四字熟語」などをまとめた参考書などを見ておきましょう。 

☆ 長文に慣れておくことが大切です。過去問題集や他の問題集、学習塾の教材などで、長文を読

み、その中に出てくる語いや文法、指示語などをよく確認し、内容を自分の言葉でまとめられる

ようにしておきましょう。 

 

〔算数〕  １００点 ５０分 

 ① 傾向 

☆  １  は計算問題（小数・分数や加減乗除の混ざった問題）を 8題、 ２  は文章題の小問や虫食い 

算などを７題出題します。 

☆  ３  以降は文章題（速さ、図形、規則性、場合の数など）を４題程度出題します。 

② 対策 

☆ 例年と大きな変化はありません。基本的な理解や考え方を見る問題なので、過去問題集や他

の問題集、塾の教材などで、問題演習をたくさんやっておくとよいでしょう。 

☆  ３  以降は部分点も見ますので、最後まであきらめず、解く過程を大切にしながら、途中式等

もしっかりと答案用紙に書くようにしましょう。 

 

 

〔社会〕  ７５点 ４０分 

① 傾向 

☆ 地理・歴史・公民の 3分野からほぼ均等に出題されます。 

☆ 地理分野では、日本の地形や気候、産業について教科書を中心に基本事項を確認しておいて

ください。 

☆ 歴史分野では、古代から現代までの基本的な出来事や流れをよく理解しておきましょう。また重

要な人物についても問われます。 

☆ 公民分野では、政治分野を中心に出題するので基本的事項をよく整理しておいてください。 

☆ 新聞やニュースで報道されているさまざまな時事問題についても出題されます。 

 

② 対策 

☆ 教科書を中心に基本な内容をまとめておきましょう。また、問題集や参考書、地図帳を使って

様々な角度から勉強しておくとよいでしょう。 

☆ さまざまな資料やグラフの読み取りがしっかりできるように学習しておきましょう。 

☆ 国内・海外の主な時事問題について整理しておきましょう。 

 

［理科］  ７５点 ４０分 

① 傾向 

☆ 物理・化学・生物・地学の 4分野からバランスよく出題されます。 

☆ 大問数は 4問、小問数は 3０問程度の出題です。 

☆ 浮力・中和・人体・地震
じ し ん

にかかわる問題が出題されます。 

  

② 対策 

☆ 各分野の基本的な知識はしっかりと身に付けておくこと。 

☆ 問題文をよく読み、何を問われているのか、しっかりと判断する力が必要となります。重要なとこ 

ろをチェックしながら、慌てずに問題文を読み進める練習をしておいてください。 

 

 

 

 



●適性検査型入試について 

〔適性検査型Ⅰ〕 （人文・社会科学系） １００点 ５０分 

・グラフ、図、対話文、新聞記事などの様々な資料を読み取る力を見ます。分量がかなり多いので、集中

力も問われます。 

・簡単な計算問題も含まれます。 

・文章を読み取り、自分の考えを加え、要約してまとめる問題も出題されます。 

 

〔適性検査型Ⅱ〕 （数理・自然科学系） １００点 ５０分 

 ・記述問題があります。自分の考えをきちんと説明できるようにしましょう。 

 ・問題文が長めなので、しっかり集中して読み取ることが大切です。 

 ・文章、グラフなどから適切に情報を読み取る力が求められます。 

 

 

●英語資格利用入試について 

英語検定３級以上を取得していることが出願条件となっている試験です。試験は国語・算数（各 30分）

と保護者同伴面接となります。 

〔国語〕   

・600字程度の文章を読んで、それに関して自分の考えを 150字以上の日本語で書く問題を 

中心に出題します。基礎的な読解問題も含まれます。 

〔算数〕   

・一般入試の  １ ・ ２  相当の問題を中心に出題します。 

〔面接〕 

 1.  Yes-No Question, 5W1Hを用いた簡単な英語の質問 

  （例） ・英語は好きですか？  ・どこに住んでいますか？  ・あなたの趣味は？ など 

 2.  日本語の質問 

    ★自分についてアピールしてくださいという質問は必ずあると思ってください。 

     （例） ・自分の長所・短所、特技、得意な科目など 

 3.  保護者への質問 

     ・ご家庭の教育方針   ・キリスト教教育についての感想 など 

 

★面接・作文ともに、『自分の意見をしっかりと言えるのか』や『積極性』などを重視して 

判定を行います。 

 

●帰国生入試について 

 『保護者の海外在留に伴う海外在住期間が原則１年以上で帰国後３年以内の者』などが出願資

格となっています。試験科目は、国語・算数の２科目ですが、英語検定準 2 級以上等の資格があれ

ば、国語・算数のいずれか１科目で受験ができます。 他に保護者同伴面接があります。 

 

〔国語〕 

 ・出題傾向は一般入試と変わりませんが（変更点も同じ）、下記の項目でやや軽減があります。 

☆漢字    ： 小学校で学習する範囲からの出題です。 

  ☆読解問題 ： 基本的には一般入試と同じ形式、難易度で出題しますが、問題文章はやや短

めになっています。 

  

〔算数〕 

 ・出題傾向は一般入試と変わりません。 

 ・難易度の高い問題は一般入試に比べると少ないですが、出題傾向は変わらないので、一般入試

同様に過去問題集などで問題演習をたくさんやっておくとよいでしょう。 

 

〔面接〕 

 1.  Yes-No Question, 5W1Hを用いた簡単な英語の質問 （英語資格があり、1 科目選択した場合） 

     （例） ・どこに滞在していたか       ・休日はどのようなことをして過ごすか 

         ・何年間現地校に通っていたか  ・中学校生活で神庭利泰こと  など 

 

 2.  日本語の質問 

     （例） ・海外在住時に関することの質問  など 

 

 3.  保護者への質問 

     ・海外在住時・帰国後のお子さまの様子 

     ・キリスト教教育についての感想  など 

 

★国語・算数の試験を課していますので、面接は合否判定の材料として参考程度 

の扱いとなります。 

 

 

 


